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１． 緒言 

これまでの研究によって、道路交通騒音が都市

騒音の主な原因となっているということが報告され

ている。 
道路交通騒音の測定方法として、等価騒音レベ

ルがあるが､等価騒音レベルの測定時間帯をどの

ようにして定めればよいかはまだ明らかとなってい

ない。そこで、本研究では５段階の測定時間帯に

おける等価騒音レベルを測定し、測定時間帯の違

いによる測定値の違いについて検討する事を目的

とする。 
 

２．概要 
 騒音とは、「その音を聞いている人にとって好まし

くない音」の事を言う。騒音は人々の生活に様々な

悪影響を及ぼす上に、人体にも悪影響を及ぼす。 
 等価騒音レベルとは、任意に測定時間を定め、

その間、騒音計を用いて一定時間感覚おきに騒音

レベルを測定し、それらを時間的に平均し、定常

状態のときと等価な騒音レベルのことを言う。本研

究では、時間の経過と共に変動する道路交通騒音

について測定するため、１回や２回騒音レベルを

測定するだけでは正確な騒音レベルを求めること

はできない。ゆえに等価騒音レベルを使う。 
 等価騒音レベルは、量記号をLAeq,T、単位をdBと

し、式（1）の通りに表される。 
 ここで、Tは実測時間帯である。等価騒音レベル

は実測時間帯Tが長くなるにつれて､LAeq,Tの値は

大きくなることが報告されている。 
 
３．実験方法 

 
図１ 等価騒音レベルの測定方法 

 
本研究は､本校周辺の平坦な道路で、実測時間

を１､３､５､１０､１５分と変化して測定したLAeq,Tと、５

秒おきにサンプリングして求めた計算値とについて、

比較検討する。本研究では、測定時間帯１､３､５､１

０､１５分として連続で測定を行う。 
測定中、カウンターを用いて対象とする道路上 

を通過する自動車の数を数える。車種は、乗用車

と大型車に分けて数える。 
記録用紙に描かれた波形から、サンプリング時 

間５秒おきに騒音レベルを読み取り、式（1）によっ

て等価騒音レベルを求める。それを、騒音計によっ

て測定したLAeq,T実測値と比較し、検討する。 
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４．結果､結論 
 表１に、それぞれの測定時間帯における車両数

と等価騒音レベルを示す。 
 

表１ 測定時間ごとの車両数と等価騒音レベル 

 

車両数[台] Leq[dB] T 
[sec] 大型 小型 実測 計算 

誤差率

［%］ 
1 0 28 67.3 70.2 4.38 
3 3 62 67.5 69.5 2.96 
5 5 102 68.6 70.7 3.06 

10 12 189 68.6 70.0 2.04 
15 16 277 69.2 70.3 1.50 

測定時間帯が１５分に近づくほど､誤差率が低く

なる。これより、測定時間帯が長くなるほど誤差が

少なくなることがわかった。 
また、大型車の割合が大きくなると誤差率が高く

なること、大型車が複数台連続で通過すると誤差

率が高くなることがわかった。 
  
５．今後の発展 
 本研究では、測定時間帯は最長１５分であったが､

今後はこれよりも長い測定時間で測定する必要が

ある。さらに、今回は昼間の時間帯のみについて

測定を行ったが、交通量が少ない夜間について測

定する必要がある。これらについて測定する必要

がある。 
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